























iEARN（International Education and Resource Network）は、世界 140の国と地域、3万以上
の学校・団体が参加する国際教育ネットワークである。1988年、アメリカとソ連の間で行われ
























iEARNには、5歳から 18歳（K－ 12）を対象とした 100以上の様々なプロジェクトがあり、
プロジェクト型の学習（Project-based learning）を行なっている。どの iEARNプロジェクトに














センターに登録し ,それを見た世界中の興味を持った教員や生徒が , オンライン上で学習に参加















































例えば、「Finding Solutions to Hunger」というプロジェクトは、世界の飢餓問題について調
べ、解決するためにどのような行動をとるべきかを考えるプロジェクトであり、SDGsの「1.NO 
POVERTY」と「2.ZERO HUNGER」と繋がっている。また、発展途上国 9カ国の 9人の少女
のドキュメンタリーフィルムを見て、教育について考える「Girl Rising- Education for All」と
いうプロジェクトは、「4.QUALITY EDUCATION」と「5.GENDER EQUALITY」を掲げて
いる。また、平和を考えるプロジェクトである「Machinto─ Hiroshima for Peace」は、「16.
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